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Echo系撮像法であるbalanced steady-state free-precession(bSSFP)と、arterial spin 




















の最高次分枝レベルを同じく 4 段階評価した。 
結果、定量評価では有意差はなかったが T1=1600ms で最も高い相対信号比が得られ
た。定性評価でも T1=1600ms での肝動脈の描出が優れ、より末梢の動脈まで描出で
きる傾向を認めた。短い TI(1200 や 1400ms)では背景肝実質の信号は抑制されるが、
肝動脈への血流信号の流入が不十分で、末梢まで十分に描出されなかった。また、





1600msであることが本論文で示された。   
（論文審査の結果の要旨） 
本論文の目的は、 3 テスラ (3T)MR 装置において balanced steady-state 
free-precession(bSSFP)法と time spatial labeling inversion pulse(Time-SLIP)法を
併用した肝動脈非造影 MR angiography を撮像する際の至適 inversion time(TI)
を確立することである。対象は 25 名の健常者で、3T-MR 装置を用いた上記非造
影 MR angiography を TI＝1200、1400、1600、1800、2000msの5つの条件下で撮影した。
定量評価として右肝動脈と肝実質の相対信号比を算出して比較した。定性評価
として右・左・中肝動脈の描出能、および同定可能な肝動脈の最高次分枝レベ




造影 MR angiographyを撮像する上での至適 TIは 1600msであることが示された。 
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